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麹菌の 生産 す る抗菌性物質 ・Yeastcidin に関す る研究

　（培地 と培養条件 に よるYeastcidinの 生 産 ）

〔東京農大 ・醸造）○ 穂坂 　賢．井上 義 之 、 藤 沢文章 、 中田久保 、 坂 井　劭

目的　　演者 らはすで に Yeastcidinの 精製 と成分 、 お よび各酵母へ の 阻止効果 に っ い て報

告を した 。 しか し 、Yeastcidinの 生産する 培養条件は、今まで の と こ ろ麹汁を 用い 、 28
℃ 、 20 日間の 静置培養に よる もの で ある 。 そ こで生産性の 向上と利用を考え 、 培地お よ

び培養条件の 検討を行 っ た と こ ろ、静置培養の ほか に、振盪培 養で もYeastcidinの生産が

見 られ、培養日数も短期間 （静置培養の 半分 ）で 生産 さ れた 。 また、合成培地 で も生産 が

見 られたの で報告す る 。

方法　　培養条件 ：静置培養 と振盪培養 にて 行 な っ た 。 培 養温度 は麹汁培地で は 25 ℃ 、

30 ℃ 、 33 ℃ にて行い 、 合成培地では 25 ℃ 、 30 ℃ に て行 っ た 。 培餐 日数 は麹汁培地

に お い て は最長 30 日間で 、合成培地で は最長 15B 間で 行 っ た 。 合成培地組成 ： Czapek
−Dox氏培地 を基本培地 と し、　 N 源 をKNOa 、ペ プ トン 、酵母エ キス 、

層
カザ ミノ酸 として

用い た 。

結果　　麹汁を用い た振盪培養で は、培養温度 33 ℃で 生産 が見 られ なか っ たが 、 25 ℃

と 30 ℃ で は生産量に多少の 差は見 られ る もの の 、静置培養の 半分の 日数で 静置培養 と同

程度の 抗菌活性を示 した 。 合成培地 （Czapek−Dox氏培地の N 源にカザ ミノ酸を用い た ）で

は培養温度に は大差はない もの の 、培養日数 7 日まで抗菌活性が見 られ た 。 しか し 、 それ

以降 は抗菌活性が見 られ なか っ た。また、麹汁によ るYeastcidinと合成培地に よ る Yeas−

tcidin で の 酵母に 対す る 作用を清酒酵母 （K − 7 ）と ビー
ル 酵母 （IFO　2011 ）を絹 い

て 電 子 顕微鏡観察 した が 、清酒酵母に おい て は酵 母細胞 に 変化は見 られ ない もの の 、 ビー

ル 酵母に は両Yeastcidinともに酵母細胞表面 へ の 付着が見 られ 、麹汁培地 に よる Yeastc−

idinと合成培地 に よる Yeastcidina〜作用に は差が 具られ なか っ た 。
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浸透圧 シ ョ ッ ク によ る耐塩性酵母 の 細 胞内タ ン パ ク質お よび UV 一
吸収物質の

○ 細野 邦昭 ）

囹的 ）　酵母は、一般 に少数の 酵素タ ンパ クな どを除い て 、 細胞外にタ ン パ ク質を分泌し

ない 。 そ こ で 、 浸透圧 シ ョ ッ クによ り、菌体を破砕す るこ とな く、細胞内タ ンパ ク質お よ

び UV 一
吸収物質を漏出させ る方法 にっ い て検討 し たの で 報告す る 。

方法 ）　耐塩性酵母 一 は高濃度の 塩存在下で も生育で き る
t ）

た

め 、 こ れ を供試菌株 と して 用い た 。 Z．　rouxii を 15％NaCl 添加 YPD培地で培養後 、　 pH4〜

11に調整 した緩衝液 （citric 　acid −Na2HPO4，
　 Tris−HCI，　NaHCO3−・Na2CO3）に再懸濁 し 、

菌体か らの タ ンパ ク質お よ び UV 一吸収 物質の 漏出にっ い て検討 した 。 また、　 EDTA、

2−mercaptoethanol 、　MgCl2 の 添加効果 にっ い て も検討 した。 浸透圧 シ ョ ッ クによ り漏出さ

れ る量は Braun の ホ モ ジ ナイザーに よ っ て 機械的 に破砕 され て 遊離 して くる量 と比較 した 。

浸透圧 シ ョ ッ ク後の 生存お よ び形態変化に っ い て も報告す る 。

結果）　 Z，rouxii 細胞か らの タ ンパ ク質お よ び uv 一吸収物質の 漏出は弱アル カ リ性の 緩

衝液で 多 く、EDTAの 添加に より増加が 認め られ た 。 また、 浸透圧 シ ョ ッ クに よ り漏出 され

る量は機械的に破砕され て 遊離 して くる 量の 約1／3 以上に達 した。 また、浸透圧 シ ョ
・
ソ ク

を受 け た細胞は 、
YPD 培地で は生存率が低 く、 1醜 NaCl 存在下で は生存 し得なか ？た 。
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